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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 9/6　14：00～　上川原　豊様　ケア会議予定（青山荘にて）。

· 9/8　16：00～　村田　昭一様　ケア会議予定（青山荘にて）。

· 9/9　17:30～18:30　院内研修「抗精神薬の基礎知識」実施予定。

· 小坂Dr.勉強会について、今月は看護課女性職員対象で行われる。各自の予定日を確認うえ、できるだけ早目に出席のこと。

· 本日よりスタッフの中間面接を実施する。

＜体育館使用時の移動について＞

体育館使用時に、作業療法終了後の入院患者様と、利用者様の移動時間が平行することがしばしば見

られ、デイケア利用者様の数名が作業棟に行こうとされることがあった。8/25カンファレンスにおいて、対処策として移動時間を10分遅らせることでしばらく様子を見ることとした。

⇒デイナイトケアの体育館移動時に作業療法終了後の入院患者様だけではなく、売店で買い物に向かう院患者様の移動時間とも重なってしまったため、移動時間を再度調整する。

＜利用者様情報＞

大釜　久直様～ご家族より連絡有り、ぶどう膜炎治療のため9/2より八戸赤十字病院眼科に入院とのこと。入院期間は1週間程度とのこと。

高島　吉太郎様～義歯の調子が悪いとのことで歯科受診後来所される。レストランでは歯を気にされている様子で、食事にほとんど手を付けず残されている。スタッフより食べても問題ないことを説明するが、「食べなくても大丈夫です」と話されている。

鈴木　恵美子様～歯科受診されており、「義歯を新しく作る必要があるので3万円程かかる、と説明があった」と話されている。当面は木曜日に受診するため、早めに帰宅すると話される。


＜通リハ評価＞

デイナイトケア　畑　正雄様（63）統合失調症
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【本人の状況等】

・ 評価項目Ａ～夏でもシャツの上にベストを着用している。先日一時的に気温が下がった日に冬用のセーターを着用されており、スタッフが注意するも「これでいい」と話されている。

· 評価項目Ｂ～出席状況は問題ないが、プログラム開始時にスタッフの声掛けを要する時がある。

· 評価項目Ｃ～新しいプログラムを理解するのが難しいようである。周囲のメンバーに対しては必要最低限の交流は持っている。

· 評価項目Ｄ～頼まれ事を断るのは苦手とされている。

· 評価項目Ｅ～スタッフからの意見をなかなか受け入れないこともある。一方、料理教室でメンバーが足りない際に入っていただくよう話した際は、混乱せずに受け入れることができる。

· 評価項目Ｆ～自分が得意としているプログラム、作業については集中して行うことが出来ている。

· 評価項目Ｇ～スタッフに断りなく買い物に行かれたことがあった。また、必要時以外にも頻繁にゴミ捨てに出かけることがある。

· 評価項目Ｈ～青風荘内でもほとんど交流は見られない。

· 評価項目Ｉ～買い物は一人で行くことができるが、ATMや散髪はスタッフ付き添いで行かれている。「休日はぼーっとして過ごしている」と話される。

· 評価項目Ｊ～デイナイトケア内での当番や役割分担は概ねできているが、過剰となることがあり、スタッフが助言、声掛けを行っている。

【問題点と解決策】

「他者との交流が少ない」こと、「役割を一人で過剰に負いやすい」ことが問題点として挙げられる。本人様は他者との交流が少ないことをそれほど問題と思われていないが、プログラム内での発言やスタッフとの会話内容を考慮すると、デイナイトケアメンバーとの交流も今以上に持てる可能性がある。

解決策として、本人様が興味をもつ作業グループを導入することが挙げられる。他者との交流を持ち、かつ自分一人で役割を負わず皆で役割分担ができるように働きかけることが必要である。

